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Abstract：In towns and villages of remote mountainous regions there is a growing percentage of senior citizens in the 
population and are even in the majority in some rural communities due to the flow of younger and middle aged 
population into urban regions. It seems many seniors , as well as the middle aged people who support them wish to 
continue their autonomous living in their own houses in the rural regions where they are accustomed to be and enjoy a 
tightly knit web of communication with there neighbors. However, seniors often face difficulty in the upkeep of their 
household, especially during the winter time. 
  This survey aims to obtain data to help improve the living environment of the senior citizens to make it more worth 
living through questionnaire surveys on their present living conditions, their residential environment, and their way of 
life during the winter time as well as how to establish and live an independent life in the future. 
  The survey was conducted in a mountainous area of the Toyota region where the percentage of seniors is quite high.           
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図１ 調査対象地域 （豊田市） 
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人に 1人が 65才以上の高齢者である。  
 
























小原支所 　旭　支所  稲武支所 　　　注
 人　　　口 4,182 3,322 2,977 　2004年
 世　帯　数 1,242 1,103 1,079 　2004年
老年人口割合 32.3 38.8 34.4 （％）2004年
幼  稚  園 1 0 1 1）　　
小　学　校 3 3 1 1）
中　学　校 1 1 1 1）
　高 等 学 校 0 0 1 1）　　分校
医　　　院 6 2 3 1）　　
歯　　　科 2 1 3 1）　　









　 　　 　表 ２　アンケートの回答者数　（高齢者）
アンケート 　回答数  回答率 　男性 　女性
　 配布数  　　（人） 　（％） 　（％） 　（％）
　小　原 300 193 64 75 25
　　旭 300 221 74 82 18
　稲武街 200 140 70 69 31
　稲武周 200 143 72 62 38
 
３・１ 回答者の概要 
 4地区の回答者の性別・年齢、職業を図 3、図 4に示す。   









































































































































 農林業に携わる人が、小原 33％、旭 46％、稲武 31％




 図 5 は、過疎化、少子・高齢化が進む地域で問題にな










































































































































































































































































































































































































 回答者の在住年数を図 7に示す。在住年数 60年以上の
人が小原 66％、旭 70％、稲武街 70％、稲武周辺 63％と
6～7割を占め、40～59年の居住者（小原 18％、旭 20％、
稲武街 21％、稲武周辺 25％）を加えると在住年数 40年
以上の人が小原 84％、旭 90％、稲武街 91％、稲武周辺
88％と 8～9 割になる。20～40 年は 5～10％、20 年未満
３・３・２ 家族構成 
家族構成は、夫婦二          
％、稲武周辺 37％で、つぎに「夫婦と子又は子供家族」
（小原 41％、旭 29％、稲武街 24％、稲武周辺 27％）が
多く、夫婦が中心（小原 71％、旭 72％、稲武街 72％、
稲武周辺 64％）である（図 8）。家族数は小原 3.6 人、




























































































































































所要時間の平均値は、小原 30分、旭 31分、稲武街 23分、
稲武周辺 26分である。 
３・４・２ 医院への交通手段   
医院への交通手段は、「自動車」が最も多く小原 78％、













心配ない」は小原 31％、旭 16％、稲武街 29％、稲武周










































































































































































自宅の築後年数の平均は小原 59 年、旭 65 年、稲武街
56年、稲武周辺 62年である。  
自宅の築後年数は、50年以上が小原 42％、旭 41％、稲 
 
武街 45％、稲武周辺 50％と多く、0～50 年まで 10 年毎
































































































































































































































 「暖房すると温かい」は、小原 69％、旭 72％、稲武街
76％、稲武周辺 77％である。「少し寒い」は小原 24％、











は別々にする「独立型同居」は小原 18％、旭 14％、稲武 
 
街
旭 66％、稲武街 63％、稲部周 58％と半数以上が同居を 
希望している。「近くに住む」は、小原 5％、旭 7％、稲





























する」（小原 31％、旭 33％、稲街 36％、稲周 36％）、
「子供（身内）と同居」（小原 10％、旭 16％、稲街 14％、
稲周 14％）、「子供を呼ぶ」（小原 11％、旭 12％、稲
街 14％、稲周 8％）である。「分らない」（小原 32％、 














































































































































る」「希望する」の両者で小原 25％、旭 23％、稲街 31％、
































稲武街 70％、稲武周辺 63％と多く、40 年以上では小原













































































































9）自宅の築後年数は 50年以上が、小原 42％、旭 41％






















ある。                                                                   　　　　  (受理　平成19年3月19日) 
 
 
1
高
は低い。 
高齢者向け施設への入居希望については「介護施設」
34～45%、
賃貸住宅」8～15％で、無回答は 28～38％である。 
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